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桐生市洪水ハザードマップの経緯桐生市洪水ハザードマップの経緯
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桐生市洪水ハザードマップ桐生市洪水ハザードマップ
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配布されてから
すぐに見た
62.7%

配布されて2～3日
してから見た
16.1%

配布されてしばらく
してから見た
6.5%

このアンケート票を
見てから見た
6.0%

見ていない
4.5%

配布されたかどうか
わからない
3.4%

配布されていない
0.8%

桐生市洪水ハザードマップの閲覧状況桐生市洪水ハザードマップの閲覧状況
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不安感をもった

過半数が安心感を持った

桐生市洪水ハザードマップを見た住民の意識桐生市洪水ハザードマップを見た住民の意識

18.6%

34.2%13.8%

24.6%

8.8% 安心感をもった

どちらかというと
安心感をもった

どちらかというと
不安感をもった

どちらともいえない
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必然的に歪む浸水危険情報必然的に歪む浸水危険情報

情報理解の非対称性情報理解の非対称性

好ましい情報は積極的に受け入れられ、
好ましくない情報は受け入れられない。

たとえば、たとえば、

交通事故交通事故 宝くじ宝くじ

ハザードマップハザードマップ 埋蔵金マップ埋蔵金マップ
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75

「ハザードマップを作る」ことが目的化？「ハザードマップを作る」ことが目的化？

浸水想定区域の指定対象を主要な中小河川に拡大

・現行（当時）の洪水予報河川のみならず、主要な中小河川でも
浸水想定区域を指定

・避難場所等の洪水ハザードマップ等による周知措置の徹底

ハザードマップを作らなければならなくなった市町村が
大幅に増加

｢ハザードマップを作る」ことが目的化してしまっている

水防法の改正（平成水防法の改正（平成1717年）年）

浸水想定区域指定対象河川：
222（H13）→約2,200河川（H17）

対象市町村： 約1,100（H13）→約2,300市町村（H17）
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洪水ハザードマップ公表に際して実施した対応洪水ハザードマップ公表に際して実施した対応

※ハザードマップの作成･改訂に関する市町村アンケート調査より
（愛知県の66市町村を対象に実施）

0 10 20 30 40 50（%）

広報紙などでの周知

住民への説明会の開催

マップを用いた避難訓練の実施

住民へのハザードマップへの認識等の
アンケートの実施

その他

行っていない

このうち、広報誌による周知以
外の対応を実施したのは６市町
のみ

※複数回答

公表に際して何も行わなかった市町は約30％
多くは広報などによる周知にとどまる

45.7(21)

8.7(4)

2.2(1)

4.3(2)

23.9(11)

30.4(14)
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洪水ハザードマップの活用実態洪水ハザードマップの活用実態

0 20 40 60 80 100(%)

13.3(6)

小中学校における防災教育で利用している

生涯学習講座の防災教育で利用している

高齢者の防災教育で利用している

外国人の防災教育で利用している

企業の防災教育で利用している

自主防災組織の勉強会で利用している

ハザードマップを利用した取り組みは
特に実施していない

※ハザードマップの作成･改訂に関する市町村アンケート調査より

※複数回答

◎作成し、公表さえすればよい？◎作成し、公表さえすればよい？

◎ハザードマップを通じた住民との◎ハザードマップを通じた住民との
リスク･コミュニケーションはほとんど行われていないリスク･コミュニケーションはほとんど行われていない

2.2(1)

4.4(2)

2.2(1)

2.2(1)

22.2(10)

68.9(31)
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居安思危居安思危（こあんしき）（こあんしき）

居安思危居安思危 思則有備思則有備 有備無患有備無患

安きに居り安きに居りて危きをて危きを思う思う
思えばすなわち備えあり思えばすなわち備えあり
備えあれば患い無し備えあれば患い無し

出典：出典：｢｢春秋春秋｣｣の注釈書の注釈書｢｢春秋左氏伝春秋左氏伝｣｣ 左丘明の作と伝えられる左丘明の作と伝えられる

春秋春秋：孔子の編集の史書。前：孔子の編集の史書。前480480年年頃の編集頃の編集と伝えと伝えらられる年代記れる年代記

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました




